
計測柾 :Colobus屑2司i74個体､CercoPithe･

ms屑4位89個体､Macaca伺2校72個体､その

他旧世界ザル11位17個体｡新化界ザル7和9個

体｡

計測柿架 :現在､計測肌を脈折巾であるが､こ

れまでに明らかになった郡は主として郡内変界

では次の様なものである｡犬歯を除く歯のサイズ

の性差は下顎冊の性差より相対的に小さい｡下顎

犬組やP8のサイズはその他の歯i:り下顎骨のサ
イズとの相BElが高い｡歯のサイズはヒトに比べバ

ラツキが大きいが､顎のサイズはバラツキが少い

(ヒトではM3の有無の影響が大きい )̀｡

これらの特徴を足がかりとして､今後さらに材

料を増し､雷長類の歯牙一顎骨系複合休の拙能と

形態を明らかにしてゆきT:い｡

噴托に伴う歯牙･歯周組織の超微形態的変化

に関する研究
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攻縄は､歯牙の増齢に伴う代表的な現象の一つ

であt)､ 歯牙硬組鰍 こ種々の構造変化をもたら

す｡同時に幽艶.もその彫哲を受け､窮二象牙質の

形成､象牙芽細胞の萎縮､固有幽斑の網様萎縮な

どの変化が起ることが明らかにされている｡しか

し､その屯田レベルでの検索は未だほとんどなさ

れていない｡そこで今回は､まず予備観察として､

正常歯髄の微細構造について検索を行った｡

材料は漂流固定を施した5歳のアカゲザルの､

嘆純のない下顎白歯歯髄である｡歯を取り出し､

EDTA脱灰後､ 通法に従いエポキシ樹脂に包埋

し､光銃的に病的変化の無いことを確認した後､

陀顕観察を行った｡

象牙芽細胞 :象牙芽細胞は予成象牙TIに接して､

柵状をなして密に野列している｡細胞体は円柱状

を呈し､その道心%Iから細良い突起を出し､象牙

質中に進入させている｡細胞円内には､基底側に

大きな核を偏在させ､象牙質収qFこ粗両小胞体､ゴ

ルジ袋田､ミトコンドリアなど細胞小乃百を入れ

ている｡しかし､その発市程度は極めて低調であ

る｡突起内には､ ミトコンドリアや被配小胞の他

に､多数の微小管と微細線維が分布する｡

線維芽細胞 :訂細胞層を構成する線維芽細胞は

散在性に配列し､広い細胞間隙に微細線維状の物

TIと少皿のコラゲン線維を入れている｡細胞形は

打々であるが､多くは紡錘状を呈し､著しく長い

細胞突起を出している｡細胞質には比較的大きな

核と､粗面小胞体､ゴルジ装置､ ミトコンドリア､

リポゾームなどを含んでいる｡この他に,しばし

ばコラゲン線維の小片を入れた小体が出現する｡

このうち､突起円に山現するものでは､明るい基

質と明瞭な横紋柄道を保つ丁ラゲン線維を含むの

に対し､細胞体部に出現する小肘ま基質の電子密

度が高く､コラゲンの描紋的迫も消失している｡

今後､本所見を参考に､攻縄に伴う変化を検索

していく予定である｡

リスサルの噴托両の形成機序について
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現在､所tu界ザルの大白組伯冠表面の攻托面を､

牧能的な側両から調盃している｡I)スザルでは､

10偶の攻托両が紺色されており､それらの攻耗面

の様子や粒能については､明らかになってきた｡

今回は､106個体のリスザルの上顎窮-大臼歯

を祝祭し､各攻柁両の形成機序および攻頭の摩滅

について調査した｡

結果 :攻頭の摩滅について｡攻頭の摩滅は､中

程度以上に摩托した例で､protoeoneによくみら

れる｡hypoconeではprotoconeより多少遅れるけ

れども､同様の傾向がみられる｡他d2唆頭では､

全体を通じて摩滅の率は高くない｡

攻耗面の形式機序について｡この形成性序は5

段階に分けられる｡その各段階を､その時までに

出現した攻托両の粒能とその数を付加して表して

みると､次のようになる(カッコ内は出現した嘆

托面の伐能と数)｡

1〕 攻托両8と攻柁面4の稜上部分のみが形成

される(sheari喝 -2)｡

2〕 攻托而1. 2. 3,.4. 6,の稜上部分およ

び､嘆托両5と攻托両8が形成される(sheari-

ng-4. Crushing-3)｡

8〕 (2)の状態に嘆托面3と攻耗面6の､舌側部
分が加わる(shearing-4. crushing-4)｡
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